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私
の
職
場
は
大

き
な
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
で
、
若
手
社
員

の
異
動
や
、「
融

合
と
連
携
」
に
伴

う
他
職
場
か
ら
の

融
合
社
員
も
多
く
、
日
々
変
化
を
実
感

し
て
い
る
▼
駅
の
混
雑
は
コ
ロ
ナ
禍
以

前
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
戻
っ
て
き
て
い
る

が
、
最
近
は
多
様
な
国
籍
・
言
語
を
持

つ
訪
日
外
国
人
の
お
客
さ
ま
が
増
え
て

い
る
。
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
９
月

に
過
去
最
速
で
３
０
０
０
万
人
を
突
破

す
る
な
ど
、
昨
年
の
実
績
を
超
え
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
る
▼
課
題
は
「
言
葉
の

壁
」
だ
が
、
見
知
ら
ぬ
土
地
で
不
安
な

思
い
を
す
る
お
客
さ
ま
に
、
今
で
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
言
語
変
換
ア
プ
リ
で
ご
案

内
で
き
る
。
不
安
が
解
消
さ
れ
た
お
客

さ
ま
の
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
見
る
と
、

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
が
広
が
る
と
感

じ
た
▼
一
方
で
、
人
に
よ
る
接
客
か
ら

機
械
へ
と
置
き
換
わ
る
こ
と
が
、
利
用

者
に
と
っ
て
良
い
も
の
な
の
か
と
疑
問

を
持
つ
。
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
お
客

さ
ま
の
表
情
の
変
化
を
も
感
じ
取
っ
て

の
接
客
は
機
械
で
は
で
き
な
い
。
私
た

ち
の
表
情
や
ぬ
く
も
り
あ
る
態
度
が
、

お
客
さ
ま
の
喜
び
や
安
心
感
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
お
客
さ

ま
の
表
情
が
、
私
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
▼
外
国
人

や
高
齢
の
お
客
さ
ま
の
増
加
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
人
に
よ
る
接

客
」
が
必
要
と
な
る
。
労
働
力
不
足
や

利
益
の
た
め
の
機
械
化
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
人
間
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の

機
械
化
や
Ｄ
Ｘ
推
進
で
あ
る
べ
き
だ
と

感
じ
た
。 

（
Ｋ
・
Ｋ
）

 

 

 

 

 

 

 

(2025.6.12～) 

最近の不審な事象（一部） 

・千葉駅付近にて、自転車のサドルが線路に投げ込まれる 

・東海道線にて、工事用コーンが線路に投げ込まれる（大井町駅付近） 

・東海道線にて異音感知。鉄製の看板を線路上で発見（大井町駅付近） 

・宇都宮線・栗橋～東鷲宮間で、１日に３回も異音感知 

・京葉線で、つり革が盗難される 

・内房線・佐貫町駅で、ホーム待合室の窓ガラスが破損 

・中央･総武緩行線で､JR の制服に似た服装の不審者(制帽･氏名札なし)

が、「便乗をお願いします」と乗務員へ声かけ（複数回発生） 

・横須賀線・新橋駅で、発車ベルが一般人に押下される事象が繰り

返し発生 

・横須賀線・新川崎駅で、発車ベルのネジが繰り返し緩められる 

（報告の都度、指導担当がネジ締めをするも繰り返される） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2025年度年末手当に関する申し入れ2025年度年末手当に関する申し入れ
基準内基準内
賃金の賃金の 3.7ヶ月3.7ヶ月要求 !要求 !
支払:支払:12月5日まで12月5日まで　　回答:回答:11月11日から14日まで11月11日から14日まで

年間６ヶ月以上の期末手当を勝ち取ろう！年間６ヶ月以上の期末手当を勝ち取ろう！
職場からのたたかい強化で組織の一体感をつくり職場からのたたかい強化で組織の一体感をつくり
出し、努力に報いない経営姿勢に立ち向かおう！出し、努力に報いない経営姿勢に立ち向かおう！

【写真】２０２４年度年末手当のたたかい（首都圏協議会「年末手当満額獲得！11.5総決起集会」）【写真】２０２４年度年末手当のたたかい（首都圏協議会「年末手当満額獲得！11.5総決起集会」）

　ＪＲ東労組は、組合員の生活と職場での努力に報いるため、年間6ヶ月以上の期末

手当を掲げ、申6号「2025年度年末手当に関する申し入れ」を10月16日に提出しました。

◆ 厳しい環境変化の中でも、安全輸送の確保

と満額回答できる業績を実現してきた！

　酷暑や豪雨災害が続く中でも、安全輸送を

確保するために組合員・社員は懸命に奮闘し

てきました。さらに、「勇翔2034」「組織再

編」「新人事・賃金制度」などの変化に揺れ

る中でも輸送を確保できたのは、組合員・社

員の奮闘があってこそです。

　業績は好調で、第1四半期連結決算では営業

収益7,153億円（前年比104.2％）と5期連続の

増収、単体決算でも営業収益5,296億円（前年

比104.5％）と増収増益を達成しています。鉄

道営業収入も前年を上回り、会社には満額回

答できる支払い能力が十分にあります。

◆ 組合員・社員の努力に報いない経営姿勢に、組織強化

・拡大で立ち向かおう！

　今年の夏季手当は前年からわずか0.1 ヶ月プラスの

「2.8 ヶ月」との回答であり、不満の声が数多く寄せら

れました。要員不足による休日出勤や長時間労働、効率

化施策や「融合と連携」による負担増など、職場では

「過去最高の働き度」という労働実感が更に高まってい

ます。物価高による実質賃金の低下も深刻で、期末手当

は生活給の一部となっている現実が続いています。

　賃金は「たたかいとるもの」です。団体交渉は労働組

合にしかできません。組合員・社員の努力に報いるた

め、ＪＲ東労組の必要性を未加入者に訴え、組織強化・

拡大を通じて満額回答を実現するため、組織の一体感を

つくり出し、共にたたかっていきましょう！

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
不
当
労
働
行

為
に
対
し
て
「
団
体
交
渉
を
精
力

的
に
行
う
」
と
い
う
大
会
方
針
に

則
り
、
今
後
の
労
使
関
係
の
基
礎

的
条
件
と
し
て
会
社
か
ら
示
さ
れ

た
６
項
目
の
う
ち
の
一
つ
「
労
使

間
の
諸
問
題
は
速
や
か
に
団
体
交

渉
に
お
け
る
話
し
合
い
に
よ
り
解

決
す
る
こ
と
」
に
真
摯
に
向
き
合

っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
２
０
１
８
年
以
降

繰
り
返
さ
れ
る
脱
退
強
要
や
組
合

差
別
な
ど
の
不
当
労
働
行
為
に
対

し
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
大
宮
地
本
は
団

体
交
渉
や
経
営
協
議
会
を
通
じ
て

７
年
間
に
わ
た
り
話
し
合
い
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
大
宮
支
社
は
、
組
合

員
10
名
か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
、

経
営
幹
部
の
名
前
が
複
数
出
さ
れ

た
に
も
関
わ
ら
ず
「
経
営
に
携
わ

る
方
々
は
そ
う
い
っ
た
指
示
を
す

る
と
い
っ
た
こ
と
は
な
い
と
認
識

し
て
い
る
」「
そ
の
た
め
調
査
も

行
わ
な
い
」
と
し
て
調
査
を
拒
否

す
る
な
ど
、
不
誠
実
な
姿
勢
を
繰

り
返
し
て
交
渉
は
決
裂
、
労
使
の

話
し
合
い
に
よ
る
解
決
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
大
宮

地
本
は
９
月
19
日
、
さ
い
た
ま
地

裁
へ
の
損
害
賠
償
請
求
と
埼
玉
県

労
働
委
員
会
へ
の
救
済
申
立
て
を

行
い
ま
し
た
。
損
害
賠
償
請
求

は
、
組
合
員
が
受
け
た
誹
謗
中
傷

に
よ
る
精
神
的
損
害
と
組
合
弱
体

化
へ
の
損
害
に
対
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
救
済
申
立
て
は
、
団

体
交
渉
に
誠
実
に
向
き
合
う
よ
う

求
め
る
も
の
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
大
宮
地
本
は
、
不

当
労
働
行
為
で
同
じ
よ
う
な
苦
し

み
を
す
る
仲
間
を
つ
く
ら
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
そ
し
て
Ｊ
Ｒ
東

労
組
に
堂
々
と
加
入
し
て
安
心
し

て
働
け
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
つ
く
る

た
め
に
た
た
か
い
抜
く
決
意
で

す
。
全
組
合
員
の
連
帯
を
要
請
し

ま
す
！

不
当
労
働
行
為
に
対
す
る

第
三
者
機
関
へ
の
救
済
申
立
て
等

第
１
回
の
議
論
日
程
が
決
ま
る
！

【不当労働行為の救済申立て】

　第１回期日：12月11日（木）11:00 ～

 埼玉県労働委員会　　 　

【損害賠償請求】

　第１回口頭弁論：12月12日（金）14:00 ～

 さいたま地裁105号法廷


